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講評　歴史博物館めぐりをする有志の集まりとして活
動を始め、他大学との連携、資料館での発表といった
実績も、活動の継続性や発展性をより評価いたします。
また発表テーマに「防空壕」といったイメージは浮か
ぶが、具体的なことは知らないものを選び、それを伝
えていくというセンスも面白いと感じました。今後も
見学・調査・ヒアリングといったインプットを基とし
た、様々な形でのアウトプットを続けていただきたい
と思います。

講評　技能実習生について、よく調べ、検証している
と思います。実際にベトナムに赴き、苦労しながら交
流をしたことは素晴らしい経験です。就労人口の減少
が顕著な日本にとって、まさに外国人労働者は “人財”
です。その力を活用してこそ未来があります。外国人
労働者が対等の精神で就労できるよう、適正な給与、
環境を提供できる先にその “人財” を提供する組織作
りなどをしてみてはいかがでしょうか。

　1年次前期の授業で知り合っ
た歴史に興味のある人たちで始
めた活動です。博物館をめぐり、内容を批評・発表
するという活動をしてきました。今回は「自分たち
の活動を確認、整理する」「外の方に評価していた
だく」という目的で作品を応募しましたが、活動が
認められたことを嬉しく思います。

　私たちは外国人労働者の中で
も技能実習生に焦点を当てて研
究しています。９月には５日間の日程で、ベトナム
のハノイを訪問し、技能実習生の教育を行っている
機関を見てきました。現地では、日本で働きたいと
いう期待の大きさも感じました。いま、これまで以
上に外国人技能実習制度が注目されています。今後
もこのテーマの研究を続けていきます。

「歴巡」という活動を通して
～歴史学習を通じて、学部間を超えて～

“人財” としての外国人受け入れに
対する現状と実態、課題と展望
～ベトナムでの現地調査を踏まえて～
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難関国家試験合格者に
育友会キャリア形成奨励金
　難関国家試験の合格者を祝う平成 30 年度
合格祝賀会が、12月10日（月）に神田キャン
パスで開催されました。司法試験５名、公認
会計士試験 21名（在学生12 名）、国家公務
員採用総合職試験３名（学部在学生１名、大
学院在学生２名）が大学関係者から祝福され
ました。
　育友会では、難関国家（資格）試験の合格
者の努力を評価し、将来のキャリアパスを支
援する「育友会キャリア形成奨励金」を設け
ています。 合格祝賀会において、難関国家
試験に合格した現役の学生に佐々木悟育友会
長が奨励金を授与しました。

→ キャリア形成奨励金を授与
する佐々木育友会長

↓ 公認会計士試験、 国家公務員
採用総合職試験に合格した在
学生と佐々木育友会長

※ 公認会計士試験合格者、国家公務員採用総合職試験合格者
数は平成 30 年12月現在の数字です。更新される可能性もあ
ります。


